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研究成果の概要（和文）：現代社会では、野生動物の保護や生物多様性の維持について関心が高いが、在来家畜の多様
性は軽視されてきた。いくつかの地域では、家畜種は絶滅の危機に直面している。同時に、これまで乾燥帯における家
畜飼育についての研究は多いが、湿潤帯における家畜飼育への注意はあまり払われていない。本研究では、バングラデ
シュやタイやケニアの豚飼育、ラオスやインドやエチオピアでの牛飼育が研究テーマに選ばれた。例えば、バングラデ
シュの豚飼育では遊牧形態をとり、デルタの自然資源が有効に利用されている。この研究では、熱帯の家畜飼育の技術
や持続的な資源利用の実態が明らかになり、在来家畜の維持と保護が重要であることが指摘された。

研究成果の概要（英文）：Modern society often promotes the protection of wild animals and plants and wilder
ness biodiversity, but neglects the diversity of indigenous domestic animals. Some localized domestic anim
als are faced with extinction. The cultural and biological diversity of farm animals from dry lands is wel
l documented, but little attention has been paid to domestic animals from wet environments; for example, M
onsoon Asia. For this reason, we chose to study human-livestock interaction like pig farming in the Bengal
 delta of Bangladesh or Thailand or Kenya, and cattle farming in India or Laos or Ethiopia. Pig farming in
 this area uses the natural resources of the delta and local breeds of pigs in a nomadic pastoral farming 
system. The results of our study illustrate the sustainable use and management of farm animals in a comple
x environment, and increase our understanding indigenous domestic animals and promote the conservation. 
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１．研究開始当初の背景 
現代の社会では、野生動物や野生植物の
保護や生物多様性の維持についての関心は
高いが、地域固有の家畜の多様性に関して
は軽視されてきた。現在、いくつかの地域
では、在来の家畜種は絶滅の危機に直面し
ている。同時に、これまでの研究では乾燥
帯に暮らす牧畜民の家畜飼育についての研
究は多いが、モンスーンアジアのような湿
潤帯における家畜飼育への注意はあまり払
われてこなかった。 
その一方で、近年、アジアやアフリカの
途上国を中心として世界の人口増加が進行
するにつれて、動物性タンパク質を供給す
る家畜の役割はますます重視されている。
例えば、アマゾンやコンゴ盆地などの熱帯
雨林地域においても、家畜飼育は広がって
いる。 
このように家畜飼育は、世界の熱帯地域
における基本的生業の一つになりつつある。
このため、地球的な視点を持ちながら熱帯
の家畜飼育とその利用に関する全体像を把
握する必要がある。 
以上のことから、研究開始時においては、
本研究のテーマに掲げた熱帯の家畜利用と
その歴史を扱うことが、現在、いかに重要
であるのかが示された。 

  
２．研究の目的 
本研究は、アジア・アフリカの熱帯地域
における農民の家畜利用に関して、バング
ラデシュ、タイ、フィリピン、ラオス、イ
ンド、ネパール、エチオピア、ケニア、日
本の沖縄地方などを対象にして、そこでの
豚（およびイノシシ）、水牛、牛、アヒル、
ヤギ、羊、鶏などの家畜種を対象にした現
地調査を通して、家畜生産技術や飼育形態
を総合的に把握することが目的である。な
お、イノシシは一般には野生動物であるが、
その飼育が沖縄本島を中心にして広くみら
れることがわかり、本研究の対象とした。 
これまでの研究では、本研究のような農
民を対象にした家畜飼育に関する詳細な記
述・分析があまりみられないこともあって、
これらの調査結果を加えることで従来の農
民像に対する新たな見方や、牧畜民とは異
なる農民による家畜飼育の特徴を具体的に
提示することがねらいである。同時に、家
畜の飼育形態の環境史に注目することから、
遊牧、放牧、舎飼いなどに至る形態の違い
がどのような要因が関与して生まれてきた
のか、その変容モデルの構築を試みる。 
 
３．研究の方法 
 研究の基本は、上述の個々の地域を対象に
した現地調査（フィールドワーク）である。
代表者および各分担者は、共通の問題意識の
もとにいずれかの地域を対象にした。 
 アフリカの農民は、佐藤と上田が担当す

る。佐藤（放牧型）は、エチオピア国家の
周辺に位置する自給的色彩の強い焼畑農村
を調査地に選定して、在来家畜のニワトリ
と外来家畜のウシに対する地域社会のあり
方の違いを明らかにする。上田（舎飼い型）
は、ケニアのナイロビ近郊の商品作物農村
に暮らすキクユ農民の家畜のなかに近年新
たに導入された豚に注目し、農民の家畜利
用を生業全体のなかで位置づける。 

 次に、南アジアでは、池谷・上羽・篠田
が担当する。池谷（移動型）は、バングラ
デシュでの農民の豚遊牧における豚群の
管理技術の記述や分析を行ない、遊牧を成
立させている条件の維持を考察する。上羽
（移動型）は、インド・グジャラート州カ
ッチ地域で、牛の資源利用を示す地図の作
成に努める。篠田（放牧型）は、インド・
グジャラート州での水牛や牛の利用実態
とその変化について調査を進めていく。 
 最後に東南アジアの農村は、高井と中井
が担当する。高井（放牧型）は、ラオス国
内での水牛の調査を継続し、山地の土地利
用の一つとして水牛の放牧地の地図を作成
する。同様に中井（舎飼い型）は、タイの
複数の山村において、豚の餌資源としての
野生・栽培バナナの資源分布図を詳細に作
成する。以上のように、本研究を進めるう
えでの共通の枠組みのもとに、各研究者が
個別の研究をより進めることを主眼にして
研究を進めてきた。 
 なお、調査の際には、移動型、放牧型、
舎飼い型という３つの家畜飼養形態を強く
意識しながら、家畜の管理技術、家畜経済、
餌や放牧に関する資源利用の３つの点を共
通の調査項目としておいた。 
 
４．研究成果 
１）移動型の家畜飼育 
移動型に関しては、バングラデシュとイ
ンドとネパールの地域において新たな知見
が見出された。まず、バングラデシュの豚
遊牧については、今回の研究によってその
全貌が内外で初めて明らかになった。ベン
ガルデルタという稲作農耕が卓越するなか
でいかに１年間の放牧地を確保していたか、
餌資源のなかでは野生のタロイモの存在が
大きいこと、家畜の所有頭数に応じて群れ
のなかの性や年齢の構成を変えていること
などである。また、家畜所有や放牧の担い
手は非イスラーム教徒であり、イスラーム
教徒が大部分をしめる国のなかでいかに豚
遊牧が維持されてきたのか、その構造の一
端が明らかにされた。 
また、インドの北西部では、牛を飼育す
る移動集団の実態も明らかにされた。彼ら
が、どのような移動経路を選択するのか、
放牧地をめぐってはいかに農民との交渉に
よって収穫後の農地を利用するのか、彼ら
の家畜経済の内実が参与観察によって詳細
に明らかにされた。さらに、ネパールのヒ



マラヤ山麓の村では、羊を中心とした移牧
が維持されてはいるが、近年、村のなかで
海外（中東方面）への出稼ぎが多くなった
ことで、その伝統的な牧畜システムの維持
が困難になっている状況が明らかにされた。 
以上、３つの事例のうち全２者は、すで
に英語において論文が刊行されており、国
内外の先行研究にはみられない新たなテー
マを切り開くことができたとみている。 
 
２）放牧型の家畜飼育 
 ラオスとエチオピアの事例である。ラオ
スでは、個々の水牛にＧＰＳをつけること
で、放牧ルートを正確に地図化することに
成功した。また、水牛の放牧地が山地のな
かの斜面であるためにこれまでその自然特
性を把握することが難しかったが、地形や
植生と放牧地との関係が分析された。同時
に、ラオスの水牛や牛が、農村内で生産さ
れるのみならず、国境を越えてタイに運ば
れるなど、家畜流通の実態が初めて記述・
分析をされている。 
 エチオピアの南西部の農村では、焼畑農
耕が中心の生業であり、村の経済のなかで
家畜飼育の比重は低いものであるが、近年、
村内での牛の増加が認められる。本研究で
は、ラオスと同様に個々の牛の移動を把握
するためにＧＰＳを使用することで、牛放
牧の経路を地図化することができた。これ
によって、農耕と牧畜がいかに共存するこ
とができるのか、その智恵が明らかになっ
ている。 
 
３）舎飼い型の家畜飼育 
タイとケニアの事例である。両者も豚を
飼育する農民である。タイ北部の山村では、
正月や結婚式などのような場合、豚が供儀
の対象として欠かせないものであるため、
豚は自給的に利用されてきた。また、この
豚は、中国からもたらされた小耳型といわ
れる在来種である。しかし、本研究によっ
て、村内の豚が不足することから、村外で
豚が現金で購入されるようになっているこ
とが明らかになった。 
ケニアでは、国内の地域によって異なる
が西部の村では在来の黒豚の放し飼いがみ
られるが、ナイロビ近郊の地域（キクユの
居住地域）では欧米から導入された白豚の
舎飼いが広くみられる。本研究は、舎飼い
の実態を初めて明らかにした。しかし、近
年、家畜病などの所々の理由によって養豚
が衰退している面もあった。 
以上のことから、本研究では、移動型、
放牧型、舎飼い型という３つの飼育形態に
分けることで、熱帯の家畜飼育の多様性を
整理することができた。同時に、水牛の飼
育を事例にしてみると、インドやネパール
において商業的飼育と伝統的飼育とが混在
しており、両者のあいだに飼育形態や流通
システムの違いが認められた。また、豚の

伝統的飼育のなかで舎飼い（タイ）か遊牧
（バングラデシュ）かの形態の違いには、
放牧可能な餌資源にアクセス可能かの有無、
管理施設にかかる費用の問題が深く関与し
ていていると考えられる。  
今回の研究では、とりわけバングラデシ
ュの豚飼育では遊牧の形態をとり、デルタ
の自然資源が有効に利用されていることが
明らかにされた。このように私たちの研究
では、アジア・アフリカにおける熱帯の農
民による家畜飼育の技術や資源利用の実態
が詳細に明らかになり、近年におけるその
飼育の変容はみられるものの、各地域の在
来家畜の維持と保護のみならず家畜飼育シ
ステムの維持が重要であることが指摘され
た。 
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